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ハワイにおけるデンファレ切り花品種の特性

関塚史朗

(沖縄県農業試験場園芸支場）

FumiakiSekizuka:ThecharacteristicsofcutflowervarietiesfbrDendrobiuminHawaii．

現在ではデンファレの世界的切り花産地,種苗生産地

と言えばタイであるが，デンファレを商品化し，営利用

品種の育種を開始したのはハワイである．タイに比肩は

できないが,ハワイでは現在でも新品種の育成は盛んで，

切り花生産ではハワイ大学および地元で育種された品

種を利用している．筆者は沖縄県人材育成財団の派遣研

究員制度によりハワイ大学行く機会を得て，派遣先の

Sagawa博士の紹介で,民間の育種家や生産者,大学品種

の育成者Kamemobo博士とその後継者であるAmole博士

と交流することができた.本稿でハワイ育成種の特性と

育成過程について紹介したい．

１．ハワイのデンファレ生産概況

ハワイにおけるラン類の総生産額は年間約１６千万ド

ル(1998)である．その内，最も多く生産されているのが

デンフアレであり，全体の２/３を占めている．次いでカ

トレア，ファレノプシス，オンシジウムなどが多い．表

１と表２に最近６年間のデンファレ切り花,鉢物，レイ

の生産量･額,栽培面積の年次推移を示した．1992年以

前は切り花の生産の方が多かったが,現在は鉢物の生産

表１．ハワイにおけるデンファレ生産丘と生産額の推移．
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表２．ハワイにおけるデンファレ生産HQ園数と栽培面積．
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額が多くなっている.ハワイも沖縄と同じく大市場から

遠隔の地にあるが,農産物用の特別割引航空運賃が設定

されていたり，開花前の株を鉢から引き抜き出荷する中

間生産の形態が多くなったことなどにより鉢物の出荷

量が多くなったとのことである．

カゴの法律家NalhanielHSeefilrUlは,ハワイがアンスリ

ウムとともにデンファレの切り花生産の適地であり，産

業化の可能性が高いことを政府に提唱している．１９６０

年代からハワイ大学でもK2memoto博士らによってデン

ファレの細胞遺伝の研究や育種事業が盛んに行われ,以

降多くの研究成果や品種が発表されていった.デンファ

レの切り花生産が農業統計上に現れるのは1％9年にな

ってからである．このころの生産額は約５万ドルで,２３

万本の切り花を生産している．これ以降着実に生産を伸

ばし，現在も栽培面積は増加傾向にある．

ハワイのデンファレ生産振興には多くの日系移住者

が貢献している．営利的農園を始めたのも日系人である

とも言われ,農園の過半数は日系人が経営している．育

種も盛んに行い，著名な品種も多数作り出している．

Ｍ１:Inoue,Ｍ１:Miyamoto,Ｍ１:Kodama,MmFukumumaMm

Kushima,MmKammula等多くの日系育種家が知られて

いる．多くの方が高齢または他界されているが，今回

SagZKwa博士の紹介で50以上の品種育成実績を持つ沖縄

2世のMKKamiyaにお会いすることができた.経験上

の育種のポイントを教えてもらい,帰国時には実生フラ

スコを分けていただいた.その株は現在園芸支場で育成

中である．

２．ハワイのデンファレ栽培小史

ハワイにおけるラン栽培の歴史についてまとめられ

たものはないという．概略についてSagawa博士から教

えて頂いたので紹介する．ハワイのラン栽培の始まりは，

英国に次いで合衆国の統治が進む１９世紀に，オアフ島

に居住した英･米人の中にランの愛好家がおり，ランを

持ち込み栽培したことが始まりであると言われている．

ハワイでもランの自生種が数種あるが,現在栽培されて

いるものは全て外部から持ち込んだものである．デンフ

ァレも外来ランのひとつで,愛好家が母国の交配種やニ

ューギニア，オーストラリアなどの原種を収集し，栽培

して楽しんでいたものと思われる．ランの営利的栽培や

育種が開始されるのはかなり後になってからである．

その後,欧米などからの移住者や観光客が増えるにつ

れて,彼らを相手に営利栽培する者が現れ農園が形成さ

れていった．1958年から1960年代にかけて来訪したシ
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表３．ハワイの主なデンファレ切り花品種．
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ａハワイで栽培するデンファレ切り花品種

ハワイの切り花生産で使用されている主な品種を表

３に示した.多くがハワイ大学で育種されたものである．

DenSoniaのようにタイで育成された品種も少しは使用

されているようであるが，生産者の話によると，タイの

品種は切り花用品種としてハワイでは向かないとのこ

とであった．具体的には花形は丸弁で大きいが，収量が

低いそして，花落ち，花しぼみ等のトラブルが多く，

株の寿命が短いとのことであった.育成地タイは高温多

湿地域であるのに対し,同じ熱帯地域でもハワイは湿度

が低いなどの環境条件が異なることが原因であるかも

知れないかって，プラモトやエカポールなども栽培し

たこともあったが，全て定着しなかったようである．ま

た，切り花として出荷しても，米本国での単価はＵＨ品

種と同程度であり，花茎が短く花持ちが不良でむしろ市

場評価が低いということも栽培しない理由であるそう

である．ただし，タイの品種は花が大きいので，鉢物，

レイ用品種,または交配母本としては利用価値があると

のことである．

４．ハワイ育成切り花品種の特性

表４にハワイ大学育成のデンファレ切り花品種(ＵＨ

品種)の特性を，タイでの育成品種との対比で表した．

これは,ハワイの生産者の評価と筆者の考えを加えて作

成してある．ハワイにおける鉢物用品種は育種過程から

考えて，タイ育成のものとほぼ同じ特性であるものと思

われる．ＵＨ品種の特性は，バルブが長く，花形が細弁

小輪であるが,花弁が厚く,花持ちが良い.花茎は長く，

花数も多く，しかもバルブの発生が旺盛で花立ちがよく

多収性である．そして，前述のように実生繁殖性で，ウ

ィルスで株が弱らなければ営利的寿命が長いと言われ

る．ハワイの農園では7～10年は使用できるという．

一方,タイでの育成品種は様々なものがあり一概にま

とめられないが,ハワイ大学の切り花品種よりバルブが

短く、花形は中･大輪，丸～セミ弁系で花色が鮮やかな

ものが多いプラモトのように多収性で，ソニアのよう

に花持ちの良いものもあるが，切り花収量が低く，花持

ちが良くないものも多い．また,株の寿命が短い傾向に

ある．筆者は今回の派遣で,ハワイ大学の切り花品種と
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表４．ハワイ大学育成切り花品種とタイ育成品種の特性比較．

（ハワイ生産者の評価と筆者の推論から作成）

ハワイ大学育成切り花用品種 タイ育成品種(傾向として）

①長茎種(ｹｰﾝﾀｲﾌﾟ；ﾊﾞﾙﾌﾞが長い）

②花形は細弁、小輪系(花が小さい）

③花弁は厚みがあり、花持ちが長い

④長花茎で花数多い

⑤バルブ発生が旺盛､花立ち良く多収性

⑥実生繁殖性

⑦株強健で営利的寿命が長い(7～１０年）

⑧ウィルスに弱いと言われる

⑨耐肥性、吸肥力が強い

①短茎種が多い(ﾌｧﾚﾉﾌﾟｼｽﾀｲﾌﾟ｡）

②花形は丸～ｾﾐ弁、中.大輪系

③花色が鮮やかなものが多い

④花持ち短い傾向

⑤短花茎､花数少ないものが多い

⑥切り花収量が低い

⑦営利的寿命が短いものが多い

⑧i耐IBB性が小さい

→障害が出やすい

タイ育成品種の植物体成分分析と，ハワイのデンファレ

切り花生産者の施肥管理方法を知ることができた．この

結果を踏まえて判断すると，大学育成品種は,mWIB性が

強く，吸肥力が旺盛であるのではないかと推察している．

タイの育成品種ではこれらの点が劣り，沖縄で多発して

いる高芽発生や花への障害などのような生理障害が生

じやすく，株の営利的寿命が短いのではなかろうか．こ

のような判断は，両系統を同じ栽培地，同じ栽培条件で

整然と設計された施肥試験と植物体の成分分析の比較

を経てからでないと判断できないものであるが,今回の

派遣研究で得た筆者の推論である．

れたのが1938年,DenNeoHawaiiは1944年であること

から,1930年代には既に育種に関わっていた愛好家がい

たものと推察される．これ以前のデンファレの育種地は，

植民地域から原種を持ち帰って温室で栽培･交配を行っ

た英国をはじめとするヨーロッパと，原種の自生地を有

するジャワやオーストラリアである．これらの国々では，

１９世紀後半から２０世紀前半にかけて原種間の交雑が行

われ，新種の登録がなされている．その後，前述したと

おりハワイに原種や種間雑種が渡り，当地での育種が開

始された．

ハワイでは,種間雑種間での交配や,再び原種を戻し

交配するなどして，多くの新種が作られていった．特に

Denphalaenopsisを戻し交配することによって，丸弁系

の花形を持つファレノプシスタイプを確立した．これに

対し，細弁，長茎でDenphalaenopsisの交配回数が少な

いか無い種はケーンタイプと呼ばれた．現在では，両タ

イプ間の交配で多くの中間タイプが作出され,明確な分

類はできなくなっている．ハワイの鉢物生産は市場での

５デンファレ育種の変遷

デンファレ育種の変遷を図１に示した．これは，ハワ

イ大学で教えていただいたことと新種の登録記録から

作成したもので，完全なものではないハワイでデンフ

ァレの人工交配がいつ始められたのかは定かではない

が，サンダースリストに種間雑種DenHawaiiが登録さ
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ている実生苗から次々と新しい品種が出現してくる可

能性がある．

制約がないため，ほとんど実生苗を使用して生産してい

る．良い親株から生産される実生であれば,花色や花形

流通しこ違いがあっても構わないのである．このため

r魂蓋屡繊，磁是鰊篭議1,$!'こ王薪燕田一一一一一へ
Ｉ１８５６DenphalaenopsisxDentaurinum→Den・Bangkok
I１８５６，en．bigibbunxDentoftii→Den・Australia
ll895DenkingianumxDenspeciosum→Den・Specio-kingianuml
Iｌ９３０Ｄｅｎ、phalaenopsisxDenstatiotes→DenCeaser

L-蝋…雪…どji笘幽……壜叫學L」
－－〈ハワイ＞‐-----------------------------------------------、ｒ

Ｏ

欧米人のハワイ進出→趣味家による品種収集･交配
l938Den・phalaenopsisxDentokai→Den・Hawaii
l944DengrantiixDen・pbalaenopsis→Den・NeoHawaii
l949Den・gouldiixDen・phalaenopsis→DenJaquelynThomas

Denphalaenopsisの戻し交配、新種間の交雑

など

Ｌ
ファレノプシスタイプの育成

（大輪､丸井）
１９５１DenDiamondHeadBeauty
l953Den・LadyHamiltonなど、壁

ｒ３皇よ鉦－１１ ＬＩＤＬ
｜現在さらに様々な品種を育成主に切り花品種として利用｜
’実生苗を鉢物生産に利用L－－－－－－－－－－－三三1号種壬塞擁空魅蕾至晶種翻塞切

｜様々な品種育成１
１種苗生産基地Ｉ

Ｌ－責種控匡壼屡」

図１．デンファレ育種の変遷（ハワイを中心に作成)．

ハワイにおける育種技術や育成種は1970年代からタ

イに移っていく．ハワイ大学は伝統的に海外からの留学

生が多く，東南アジアからの学生もSagawa博士，

Kamemoto博士の元で学んでいる.タイのSagarikバンコ

クフラワーセンター理事長,Ｈｅｗシンガポール大学教授

などがハワイ大学出身である．Kamemoto博士も客員教

授としてバンコクに１年間滞在している．このような交

流や商業的なデンファレ種苗の流通を通じて多くの品

種がタイに渡り，新品種作出のための母本に利用される

こととなった．タイでの育種は，より大輪系を求めるよ

うな選抜が進み,現在ではハワイを凌ぐデンファレの切

り花・種苗生産基地，育種地となっている．

６．ハワイ大学における育種

ハワイ大学では,KamenMo博士を中心に1966年から切

り花品種の育成を目的に育種が開始された.博士は細胞

遺伝学の基礎研究を元に,ファレナンセ節⑰とセラトピ

ウム節に)との交配種から種子繁殖性の複２倍体切り花

品種⑰PCC)の作出に成功した.通常ラン類の実生個体は

花色，花形にバラツキを生じるが，コルヒチンや自然発

」

l:::爵繍職衞ｉＪ蕊him畑刷
};188:R:}鍋u蝋dli蹴;１J鵬,,Supr癖,
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生的に染色体が倍加した複２倍体(amphidiploid)個体で

は,減数分裂期meiosislにおいて常に整然とした対合が

行われることから，amPbidiploid同しの交配実生はメリ

クロン同様の均一(unifbIm)な個体になるという．現在，

ハワイで生産されている切り花品種のほとんどが，

amphidiploidを利用して作出された系統である．本系統

群は種子繁殖に依るため，①簡単で早く増殖できる，②

苗代が安価である,③ウイルスが次代に伝染しないとい

う利点を持つ．博士らは花色，収量，周年開花性，花落

ち,花持ち等の調査を行い優れた形質を持つ多くの切り

花品種を開発した.初期の種子繁殖性切り花品種の育種

過程を図２にまとめた．
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図２．初期の種子繁殖性デンファレ品種の育成過程．

初期の種子繁殖性の品種は，花弁が細く花径5～6ｃｍの

小輪タイプであったが，多様なampbidiploid個体を見つ

けだし，1990年代にはセミ弁，花径7ｃｍの中輪タイプ

の品種も作出するようになった．また，ゲノム分析に基

づき，上記２節にラトレア節(L),エレウセログロッサ節
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(E)のゲノムを組み合わせて新種や鉢物用品種も多く青

成している.鉢物用品種では,短バルブ長,shortblooming

などが育種目標となっている．これまでに育成された主

なデンファレ品種を表５にまとめた．
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表５．主なハワイ大学育成のデンフアレ品種．

ＵＨｎｏ・登録年登録種･品種名ゲノム母本 花色see。特徴
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＜切り花用品種＞
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ハワイ大学育成のデンファレ


